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	小中学校における障がい理解啓発に関するアンケート（案） 
	問1　学校の基本情報 
	問2 　障がい理解教育を行う上で、最も重要だと考える理由は何ですか。（複数選択可） 
	問3 　 昨年度または今年度、学級（担当）で、障がい理解に関する何らかの公式な教育活動を行いましたか。（今年度は、予定でも構いません。） 
	問4　 （問3で「はい」と回答した方）どのような活動を行いましたか。（複数選択可） 
	問5　（問3で「はい」と回答した方）それらの活動は、主に教育課程のどこに位置づけられましたか。（複数選択可） 
	問6　障がい理解教育を実施または充実させる上で、感じる主な課題・困難は何ですか。（３つまで選択可） 
	問7　学校には、医療や福祉などの外部支援機関と連携する際の、明確で周知された手順がありますか。 
	問8　あなたの学校では、特別支援教育や障がい理解啓発に関する教職員向けの公式な研修（校内研修、OJT等）がどのくらいの頻度で提供されていますか。 
	問9　障がい理解教育を推進するために、市役所（または教育委員会）からのどのような支援が最も役立つと考えますか。（３つまで選択可） 
	問10　市が作成した「障害者差別解消法に関する理解啓発動画」をご存じですか。 
	問11　（問10で「視聴したことがある」と回答した方）動画をどのように活用しましたか。（複数選択可） 
	問12　今後、市が取り組むべき障がい理解啓発施策について、ご意見・ご提案があればお書きください。（自由記述） 


